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同 好 會 k 報

⑳京都での臨購総曾
　本年の日本學術協會が京都で開かれ
る機を利用し、・本會も臨時総會を京都

に開く。日は十月十五日から同十
九日蕊でG場所εしては主に三素通
りの青年會舘内○まつ

天文展覧純一上言駈期間、毎日午前九

　時より、午後四時まで開場1（入場者ば靴又
　｛こ草履iこ限：ろ）一一・般會員より出品7te　ax：

　迎す。但し出品申込ぱ十月十日限り。

　　（1）國内及卵白の剥製に蘭すろ圖書の陳

　　　　列
　　（2）天文器械及び模型の陳列

　　（3）素望の爲翼や圖表の陳列

協議懇談十一一一＋月一ト切（日）午後五苦

　より

　　（1）會の事務や會計に心する報告

　　（2）會則の改正
　　（3）　新計書童謡議

之纏終って融融リ囎恥乱して1
紀念晩餐會（午後七噂に終る操定）　　　　　1

大講演會一＋月＋八日午後四時より午1

　後六時牛まで　　　　　　　　　　　1
　講演　「世界に無心る太陽油絵の近況」

　　　　　　　　　　（山本理學博士）

　　　　「字訳煮しての渦巻星聾」

　　　　　　　　　　k能田口端士）

天髄観望會一一†計八日（月）午靴時

　孚よリ、京都大學天工璽にて

　火星。木星。アンドロメダ星雲。ペルセ星

　團。ミラ星のスペク1・ル。

鹸倉敷天文壷の三＋ニセンチ反射望海

鏡ぱ愈々去る七月二十三日商船グソンガリi

號でロンドンから積み出されナこ芒の報知が本

甑延齢Mし’tこ。多分九月中に［蛎炉に上げら，

れうだろう。そして直ぐ倉『敷’iこ蓮；1でれろrL？す

るS、今秋の火星ミ水星の槻測のナこめには問

に合ふだろづ。槻測室ばこうぜ急［：（t出來な

いだろうから暫らくばバラクに入れられるだ
ろうが。

麟「標灘天文讃本」山本一滴一士1鰍：科

害用tfして此の標題の書物秘目下軌筆申であ

1るり可なりしっかりしナニものであろが、皆で

　250頁ぐらみの二一で、型ば菊川。旧れに多

数の表ε圏ビ爲二二な加へ、尚ほ目i欠や索弓t

　た完全にして、多分來ろ十月に団完成される

　見込み。

鱒本會の申央圖霧室本鼻曲務室の
　ある三條青年會館の一部に中央圏書室な設け

　天丈に訂するあらゆる圓書を備へs一般人士

　の開国に便すろこtsけ二つ但しN會員ば入
　揚随意。會員以外の人it二面の紹介た要す。

愚倉敷天文壷の綱めての観測會
　新着の33センチ反射望蓮鏡な一嵩に紹介し

　かれて天文學の普及のれめ、來る十一月二十
　一日（日曜）2）夜十暗力“ら倉’敷田Jしの同重子會天文

峯に於いて銀器槻測會な開く。折柄、地球に
接近中の火星を主こして見ろ筈。

O岡山支郵六月の活動
五日。午後入畦から、支部で天国観測會oi
九日。午前備品から、笠岡商業．二丁で「時の

　記念日」講話會が催されナこので、水野幹事

　に出張下記の講話奄試み、省ほ夜分匿天鑑
　の観測會が催され7こ。

　1・時計tしての北斗　（高學年生に）

　2・標準時。太陽系の匹見物語。（低學年生に）

十二日。午後七畔から宮原幹事宅で「天界醗
　日日」　カs催されナこ〇

十五日。午後入時から、：支部で天子白目會。

十九日。午後一時金湖中學校で講話會が催さ

　れ、下灘の講話があっ六夜分の蜜地襯測に

　ば水野幹事か指導し、午後十一時頃迄か熱

　心に観測され木星の出現な待つ7こ有志の人

　もあっずこ。

　　L時刻の定め方　　宮原六高敏授

　　2．士星について　　水野：曲部幹事

　　3，天丈幻燈　 同上説明
二十日。午前金光申學校長宅で、太陽の黒黙

　奄観測し7こ。夜分匡ラヂオでnPt’i本博士の

　天文講演の最終の「大宇宙小宇宙」怨有志會

　員ミ共に臆いアこ。

二十一日。關西中目口で天朧観測。

二十二日。支部で天磯観測。

二十三日。午後入時から、屓；備女學校で天薩

　闘測會が催され、水野幹事ば天な仰いで
　「星題≦」に＝就いても養孟しナこo
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二十六日。水野幹事に倉敷に二巴して、原名

　轡會員t天丈毫候補地な覗轟けこ〇

二十七日。山本博士西下の途。岡山騨た通過

　さるsによって、水野幹事は倉敷鉛刀蜜に
　ついて諸種の打合ぜゐ9し7’こo

O水野幹事の一壷。來七月二＋四瞬
　戸出帆の蓬莱丸で、千枝子嬢な俘び、「星

　見物」の爲めに渡墓、ii§海支部猫脚ひ、嘉

　義に回露線通過地た尋れ、高雄で南天の星

　を観望し、臨途ば汽船で箋轡の東岸を廻り

　基経た経て、門司に上陸入月下旬に漏岡の

　田圃である。三三記ぱ「北から南＾」何れ

　「天界」に載ぜられる筈。

事務豊よわ
本會の経濟懸態についてば前號に記載する筈

であったが編輯部の都合上本號に譲っ7こ。

創立以來一今日（六月末日）迄の未沸金（書

籍代、出版物印刷費、原稿料、編輯料）合計
℃，s　2多ぐ2645．21であってN　上牧金　（會費、　廣告

料）及寄附金の合計ff2029・90であろ。これ

た差引けばタ615β1の負債が獲るわけです。

而もこの整理ば可なり急に迫ってねるのでこ

うか愛すろ會の爲に各自御出奮下さって會費

停滞なごのない夢心注意下さるぜ共に寄附金

の方もお願ひする次1第です。一會計。

　　馨麗i募薯雛薔雛（自六月一日至六月末日）
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計壼百四拾六圓也

二三虎之助氏
池　　亮　吉氏

辰巳　佐亭氏
小穴1・匡雄氏

種村二三氏
三浦　義藏二
分　部　　朋党

河　内　　朗氏

村越　美僧氏
田村幸太郎氏
四方　政吉氏
柳　永　　模氏

荻坂俳勢野虫
池上　孝一氏
井上粘粘鄭氏
北條　正治氏
小澤　清躬氏
吉岡　鴬雄氏
吉田卯一郎氏
山　村　　清氏

藤原　督弘氏
小　松　　衡氏

榊原　康吉氏
森田　良雄氏
橋本　正一氏
林　定　　一足

　以上四十五氏

累計四百謬拾九圓塗拾銭也

翻
臨　
8

⑱灘田誰露氏　本三々員の同氏ば夏期休暇な

利用して、富山縣に脈省中、高岡市に於いて

小學校理科研究會に招かれて、数回にわナこり

天文講演た試み、叉、15センチ中村鏡にて中

段の實地襯測秘指導；ぜられ六四。

㊤山画一溝博士　既愚亭の女ロくs去る七月一・日

から満鐵の招きにより、大連、鞍山、撫順、

奉天、安東の五ケ所で天文講演をぜられ、術

大連に滑在申臥西岡芳涯氏（會員）の：11oミ

リyアイス赤道儀で大氣槍査の’ため天爵憶測

たぜられプこ。七月十九日麟洛。入月二日から

同七日までぱ京都帝國大學内に於u・て夏期講

演會に「恒星界の天工學」か講義ぜられナこ。そ

れから、八月十日にぱ同博士に家族書共に、

中村要氏及び渡漫稻葉森川の三口試生（皆本

丁々員）t同道し『（鳥取縣岩美郡浦富海岸へ

天幕（キャンプ）生油こ行かれ、入月＋九日ま
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で同地に溌在ぜられナこQ此の間、ペル鼻下の

流星郡や種々の攣光星及び日没時の綜閃光等
ゐg獲賊則され，ブこ。城典奇ゐe＄SSて、ノVヨニニ十こ二日爲諄

洛ついで、入月二十五日にば申村要氏ビ共に

山口縣學務課に招かれて徳山町に出張、同地

で二十六日から二十九日まで學校教師プこちの

ナこめに「教材珍しての天文學」な講演。入月三

十日録洛。

⑳竹内忠治馬　本會韓部にして豫備軍籍にあ

る同氏に招集されて去る八．月六日歩兵第九聯

tWl：入嘗されナこ〇三週間服務の上、入月二十

’七日除隊。

翻本學徳脇門第二画究禽騒程

○薫難鎧鹸・計分・轟京濡鼠

○擁霰留麟騨　…粉・平鞘野羊學肇

　　　　　　　　　　　　　　十月曾亡日（日）午後

　　　　　　　　　　　第一部演説（法學部第：二子室）

○物理學の今昔　（一一me問）薮蟹響螺

　　　　　　　　　　　　　　竜罵十ハ．日（月）午葡兆聴i

　　　　　　　　　　　第一部演説（第二出歯）法二部

〇九州の古代三紀暦（計分）轡虫魔理鰹

　　　　　　　　　　（會　場　　京都市上京匿京都帝國大蔵駅内）

　　　　　　　　　　一（醤1二天文及其網に醐係窃みもの）一

　　　　　　　　　　　　　　十月十六日（土）午後一時

　　　　　　　　　　　第一部演説（第二敷室）法學部

○魏雛膿謙羅（三粉・騒攣肇小総之助
　0火山には何故に硫黄々贋出するか之につきての明艦なる議謝工まだ聞かす、又地球の亭

　　均密度に地番な構成する岩石の弔均密度より遙かに大なるこS古くより知られナこる密な
　　リ之等の事につき原子構造論秘墓寛じ（考察な試ん即するものなり〇

　　　　　　　　　　　　　　十月÷暫日（國J午前塊塒

　　　　　　　　　　　第一部演説（法學部大講堂）

○昧島の海岸地形・E一：一i一・分）轟藤匁理學董辻村太郎

　○日本島に於ける海岸地形の分布な見るに、小論域の間に於ても甚しい攣化た示し、氷蝕に

　　關係ある海岸形為除く建ての種類か含んで居る。此等の海岸形ltEXSして陸地の隆起・

　　沈降及び断暦によって生じ、海面の昇隆に近く愛化ば著しく無い。隆起海岸の分布ぼ本

　　州島北部より北海道に於て著しく、沈降海岸ば中國から九州北部で最大の獲達た見る。

　　日本海々岸il）太平洋海岸ミ海比較するに・後者に覧て隆起海岸の多数が特に4≧島の尖端

　　部に存在する。騎馬海岸（t多く海濁及び内海の内側〔こ存在し、日本海々岸の一部に於て

　　のみ外洋に面’して居る。

　　　　　　　　　　　F
李　　山 信

田中館秀三

長岡孚太郎

長　尾 州


